（別紙様式2-1）

令和　　年　　月　　日

研究インターンシップ参加申請書
　　　理工学研究科長　殿

専攻（プログラム）：　　　　　　　　　　　
学　　　年：　　　　　　　　　　　　　　　
学籍番号：　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　名：　　　　　　　　　　　　　　　

　下記のとおり研究インターンシップの参加を申請します。

記

	申請する
インターンシップ

※いずれかに◯
	研究インターンシップⅠ　・　研究インターンシップⅡ

	研　修　先
	

	研修先住所
	

	研修先での

研究課題
	

	研修期間
	 令和　 年　 月　 日 ～ 令和　 年　 月　 日（研修日数　 日間）

	1日の研修時間

	 　　時間　　分（　　時　　分　～　　　時　　分）

 ※日にちにより研修時間・時刻が異なる場合は、平均を記載してください。

	保険の加入状況


	 □学生教育研究災害傷害保険　　　□学研災付帯賠償責任保険

 □学研災付帯海外留学保険        
 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ※加入している保険にチェックしてください。


	
	


	 指導教員署名・印


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)


	
	


（別紙様式2-2）

令和　　年　　月　　日

研究インターンシップ実施計画書
	氏　　　名
	
	 学籍番号
	

	 専攻（プログラム）
	
	学　　年
	年　　　 

	研　修　先
	

	研　修　先
 受入責任者

	 氏　　　名　：　　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)

	
	 所属・職名　：

	 研修期間
	 令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日（研修日数　 日間）

	 研究課題名

	

	 研究目的



	 研究計画



	


	 指導教員署名・印


	eq \o\ac(○,印)       


	
	


※本実施計画書の提出に際しては、研修先受入責任者、及び指導教員に研修計画の事前承認を得てください。

（別紙様式2-3）

研究インターンシップ実施契約書（雛形）
　鹿児島大学大学院理工学研究科（以下、甲という）と○○○株式会社（以下、乙という）とは、インターンシップに参加させることを甲乙間で合意した者（以下、インターン生という）に企業の研究現場を経験させ、大学内では経験できない実践的で幅広い見識と実社会への適応力を身につけることを目的として、甲が甲所属のインターン生を派遣し、乙がこれを受け入れる研究インターンシップ（以下、インターンシップという）に関し、甲乙間で以下のとおり契約書を締結する。
第1条（目的）
　本契約書は、甲乙間のインターンシップに関する基本的な事項を定めることを目的とする。
第2条（対象となる学生）
　インターンシップの対象となるインターン生は、原則として甲に属する学生であって、インターンシップに参加させることを甲と乙が合意した者とする。
第3条（実施計画書）
1．インターンシップの研究課題、実施期間、実施場所等の事項については、甲と乙（必要によりインターン生を含める）が協議して定め、インターンシップ実施までに別紙様式2-2の実施計画にまとめるものとする。
2．甲及び乙は、実施計画書に従い、インターンシップ期間中においてインターン生の指導・教育を行うものとする。
3．実施計画書の内容を変更する必要が生じた場合は、甲及び乙は協議を行い、変更実施計画書を作成するものとする。
第4条（費用負担）
　インターンシップに関して発生する費用として、乙は原則として、インターンシップの実習に係る費用を負担する。交通費、宿泊費等その他の費用負担は甲乙間で事前に協議の上決定する。
第5条（服務規程の順守）
　甲は、インターン生がインターンシップに係る業務を乙の事業所で実施するに際し、乙の定める従業員服務規程等の遵守義務を、インターン生に負わせるものとする。
第6条（秘密保持義務）
1．甲は、インターン生に対して、インターンシップの期間中、及びインターンシップ終了後第17条第2項に定める期間、インターンシップを通じて、乙、乙の取引先及びその活動に関して、知り得た知識または入手した情報について、それが公知のものもしくは既に自ら知っていたこと、または第三者から秘密保持の義務なく入手したことを書面により証明したものでない限り、乙の事前の書面による同意なしに、第三者に漏洩してはならず、またインターンシップの目的以外の目的に使用してはならない義務を順守させるものとする。
2．甲は、インターンシップの期間中、及びインターンシップ終了後第17条第2項に定める期間、インターン生のインターンシップを通じて、乙、乙の取引先及びその活動に関して、知り得た知識または入手した情報について、それが公知のものもしくは既に自ら知っていたこと、または第三者から秘密保持の義務なく入手したことを書面により証明したものでない限り、乙の事前の書面による同意なしに、第三者に漏洩してはならず、またインターンシップの目的以外の目的に使用してはならない。
3．甲は、インターン生に甲の研究情報をインターンシップで利用させる場合には、当該情報の内容を事前に書面をもって乙に伝え、乙の同意を得なければならない。乙がインターンシップでの利用に同意した甲の研究情報について、乙は、それが公知のものもしくは既に自ら知っていたこと、第三者から秘密保持の義務なく入手したこと、または当該情報によらずに自らが開発したものでない限り、甲の事前の書面による同意なしに、第三者に漏洩してはならず、またインターンシップの目的以外の目的に使用してはならない。
第7条（知的財産権等）
1．インターン生がインターンシップの実施により創出した成果、またはインターンシップ終了後においてインターンシップ中に知り得た知識または入手した情報を使用して創造した成果に関して、発生したノウハウ、著作権（著作権法第27条及び第28条所定の権利を含む）、産業財産権を受ける権利及びそれから得られる産業財産権等の知的財産権、その他の権利（以下あわせて「知的財産権等」という）は、乙に帰属となるか、または、乙がその承継を受けることができる。
2．知的財産権等が前条第2項により乙が同意した甲の研究情報に基づく場合、その帰属または承継について甲乙それぞれの貢献度に基づき、甲乙協議の上持分を定める。
3．本契約書において「成果」とは、インターンシップに基づき得られた発明、考案、意匠、著作物、ノウハウ等の一切の技術的成果をいう。
第8条（誓約書）
1．甲は、インターン生をして、別紙の誓約書に署名捺印させ、乙に提出させる。乙は、インターンシップ開始までに誓約書を提出しなかったインターン生については受入れを拒否することができる。
2．甲は、インターン生の派遣にあたり、インターン生に対し、事前指導・監督を行い、誓約書及び本契約書の趣旨を徹底する。
第9条（保険付保）
1．甲は、インターン生に、インターンシップ中の事故を補填するため、学生用傷害保険へ加入させるものとする。
2．インターン生が故意または過失により、乙または第三者に損害を与えた場合、法令に従って処理するものとする。その損害を補填するため、甲はインターン生に、学生用賠償責任保険へ加入させるものとする。
第10条（安全・免責）
1．甲は、インターンシップにおいてインターン生が乙の就業規則や作業標準書等の安全上の規則（以下、安全上の規則という） 及び指示等を遵守することをインターン生に徹底する。
2．乙は、インターンシップにおいてインターン生に対し、乙の安全上の規則を周知・指導する。
3．前二項に関わらず、インターン生が本インターンシップ実施中に乙または第三者へ損害を与えた場合、インターン生の故意または重過失による場合を除き、甲がインターン生に加入させる保険をもって補償にあてるものとする。ただし、当該損害が秘密情報の漏洩に起因する場合には、甲は当該損害によって乙が直接的かつ現実に被った損害の範囲で損害賠償の責を負うものとする。
4．前項により乙が甲に対して損害賠償請求できる範囲及び限度額は、事前に甲乙協議の上定めるものとする。
第11条（研修中の災害の防止）
1．乙は、研修中の災害の防止に努め、予め危険が予測される場合は、インターン生に予備的な学習等をさせるなどの措置ととるものとする。
2．インターン生は、自己の身体及び財産に危険を及ぼすことが予測される研修内容について、これを拒否する権利と義務を有する。
第12条（成果の取り扱い）
1．甲及び乙は、本インターンシップによって得られた成果を公表する場合は、事前に相手方の書面による了解を得るものとする。
2．前項の成果の公表等により将来期待される利益が侵害されるおそれがあると判断される部分については、甲乙協議の上、公表の時期・方法等について定めるものとする。
第13条（第三者機関への派遣）
　乙が、インターンシップ実施の必要上、本契約に取り決めのない第三者機関へインターン生を派遣する場合は、以下の規定に従う。
1．乙は、インターン生の派遣の必要が生じた場合、事前に甲の了解を得るものとする。
2．インターン生の派遣に伴い発生する費用は、乙が負担する。
3．インターン生の派遣に伴い発生する第三者機関との間の秘密保持義務、知的財産権の取り扱い、災害補償、損害賠償については、乙がその責めを負う。
第14条（インターンシップの終了）
　甲は、インターン生に対して、本インターンシップ終了後速やかに、本インターンシップ実施期間中に得られた成果について、別紙様式2-6の終了報告書により報告書を作成し、乙の受入責任者及び甲の指導教員に承認を得させるものとする。
第15条（インターンシップの中止）
1．本契約書もしくは同意書に違反する行為があった場合、乙は、甲と協議の上、当該インターン生についてインターンシップを中止させることができる。
2．乙は、天災その他やむを得ない事由のため本インターンシップの実施が継続困難または不適当となったときは、甲と協議の上、本インターンシップの実施を中止することができる。
第16条（譲渡の禁止）
　甲は、相手方の事前の書面による承諾がない限り、本契約書上の地位、本契約書から生じる権利または義務を第三者に譲渡または移転することができない。
第17条（有効期間）
1．本契約書の有効期間は、本契約書締結日から1年間とする。ただし、期間満了の1ケ月前までに甲または乙の一方から書面による何らかの申し出がないときは、本契約書と同一の条件で更に一年間更新するものとし、更新された期間についても同様とする。
2．前項にかかわらず、第6条（秘密保持義務）及び第12条（成果の取り扱い）の規定は、本契約書終了後も3年間有効とし、第7条（知的財産権等）、第10条（安全・免責）第3項、本項及び第18条（協議解決）の規定は、本契約書終了後も有効とする。
第18条（協議解決、裁判管轄）
1．本契約書に定められていない事項及び本契約書の条項の解釈につき疑義または紛争が生した場合など、本契約書により発生する一切の紛争については、甲乙は誠意をもって協議解決する。
2．前項に定める協議によっても解決に至らない場合、鹿児島地方裁判所を専属的合意管轄とする裁判によって解決を図るものとする。
本契約書締結の証として、本通2通を作成し、甲乙記名捺印の上、各1通を保有する。
　　　令和　　年　　月　　日
（甲）　　　住所　　　　鹿児島県鹿児島市郡元一丁目２１番４０号　
大学名　　　鹿児島大学　　　　　　　　　　　　　　　
責任者役職　大学院理工学研究科長　　　　　　　　　　
責任者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（乙）　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受入機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
責任者役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
責任者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
様式１（第3条関係）
研究インターンシップⅠ実施計画書
　鹿児島大学理工学研究科と○○株式会社との間で締結された令和○○年○○月○○日付研究インターンシップ実施契約書に基づき、○○（所属・学生名）のインターンシップは以下のとおり行うものとする。
※実施計画書に記載すべき項目（例）は以下のとおり。
　・インターン生所属部署・研究室
　・インターン生氏名
　・指導教員氏名
　・インターンシップの目的
　・インターンシップの内容（研究課題，実施計画，教員の関与・指導等）
　・インターンシップ実施期間
　・インターンシップ実施場所
　・実施費用及びその負担
　・その他
　・甲の指導教員署名
　・乙の受入責任者署名
様式２（第14条関係）
研究インターンシップⅠ実施報告書（記載項目）
※実施報告書に記載すべき項目（例）は以下のとおり。
　・インターン生氏名
　・インターンシップの目的
　・インターンシップの内容
　・インターンシップ実施期間
　・インターンシップ実施場所
　・インターンシップ成果の概要
　・甲の指導教員署名
　・乙の受入責任者署名
　　　令和　　年　　月　　日
（別紙様式2-4）

誓　　　約　　　書
　　　　　　　　　　　　　御中
　私（以下、インターン生という）は、○○株式会社（以下、貴社という）におけるインターンシップに関し、下記のとおり誓約します。
記
１．貴社の諸規則を誠実に遵守し、貴社の信用を傷つけ、または貴社に不名誉となる行動をとらないこと。
２．インターンシップ期間中及びインターンシップ終了後を問わず、インターンシップ期間中に貴社、その取引先及びその活動に関して、知り得た知識または入手した情報について、それが公知のものもしくは既に自ら知っていたこと、または第三者から秘密保持の義務なく入手したものでない限り、貴社の事前の書面による同意なしには、それを第三者に漏洩しないこと、またインターンシップの目的以外の目的に使用しないこと。
３．インターンシップによって得られた成果を公表する場合は、事前に貴社及び鹿児島大学の書面による了解を得ること。なお、本誓約書において「成果」とは、インターンシップに基づき得られた発明、考案、意匠、著作物、ノウハウ等の一切の技術的成果をいう。
４．インターンシップにおいて、創造された成果、またはインターンシップ終了後においてインターンシップ中に知り得た知識または入手した情報を使用して創造した成果に関して、発生したノウハウ、著作権（著作権法第27条及び第28条所定の権利を含む）、産業財産権を受ける権利及びそれから得られる産業財産権等の知的財産権、その他の権利は、別の定めのない限り、貴社または鹿児島大学に帰属または承継することに同意すること。
５．前項に基づき貴社がインターン生のなした発明等を承継する場合、貴社が貴社規定に基づく対価をインターン生に支払い、共同でなした発明等を承継する場合は発明者寄与率に基づき対価をインターン生に支払うことに同意すること。
６．インターンシップ終了後速やかに、インターンシップ実施期間中に得られた成果について、報告書を作成し、貴社の受入責任者及び鹿児島大学の指導教員に承認を得ること。
７．インターンシップ中に入手した一切の資料は、原則、インターンシップ終了と同時に返還するものとし、貴社の許可なく、これを自ら保管、複製または社外に持ち出さないこと。
８．貴社の安全上の規則及び指示等を遵守するとともに、大学所定の傷害及び責任賠償保険に加入すること。万一、故意もしくは過失または貴社の諸規則もしくは指示等に違反した行為により、インターン生、貴社、貴社の従業員またはその他の第三者に損害が発生した場合には、法令によって処理されること。また、自身の故意または重過失による場合を除き、インターン生が加入する保険をもって損害の補償にあてるものとする。
９．次のいずれかの事由が発生した場合、インターンシップが即時中止することがあることを了解すること。
　　（1）本誓約書に違反した場合
　　（2）鹿児島大学と貴社が締結している「研究インターンシップ実施契約書」に違反した場合
　　（3）無断でインターンシップを欠勤した場合
　　（4）インターンシップが継続できない健康状態となった場合、または天災その他やむを得ない事由のためインターンシップの実施が継続困難または不適当となった場合
　　（5）インターンシップのために提出した書類に重大な虚偽の記載があった場合
　令和　　　年　　　月　　　日　
　所属　：　鹿児島大学大学院理工学研究科　　
　氏名　：　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)　　　　
（別紙様式2-5）

令和　　年　　月　　日

研究インターンシップ週間報告書
	専　攻
(プログラム)
	
	 学　　年
	              年

	 氏　　　名
	
	 学籍番号
	

	 研　修　先
	

	 研究課題名

	

	 研修内容詳細の記録

	研　　修　　日
	内　　　容　　　詳　　　細

	 令和　　年　　月　　日

～

 令和　　年　　月　　日

 （研修日数　　　日間）


	

	 令和　　年　　月　　日

～

 令和　　年　　月　　日

 （研修日数　　　日間）


	

	 令和　　年　　月　　日

～

 令和　　年　　月　　日

 （研修日数　　　日間）


	

	 令和　　年　　月　　日

～

 令和　　年　　月　　日

 （研修日数　　　日間）


	

	
	
	受入責任者確認印
	指導教員確認印

	
	 ※1週間単位で研修内容を記載してください。
 ※本報告書は、1ヶ月毎に研修先受入責任者及び指導教員の確認を受けて、
 　大学院係へ提出してください。

	
	

	
	
	


（別紙様式2-6）

研究インターンシップ実施報告書
	 氏　　　名
	
	 学籍番号
	

	専　　攻
(プログラム)
	
	 学　　年
	              年

	 研　修　先
	

	 研　修　先
 受入責任者

	 氏　　　名　：　　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)

	
	 所属・職名　：

	 研修期間
	 令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日（研修日数　 日間）

	 研究課題名

	

	 研究成果の概要



	


　※インターンシップで得られた成果をA4版4頁程度のレポートにまとめ、本実施報告書に添付してください。

（別紙様式2-7）

研究インターンシップ実施状況報告書
	 研　修　先

	
	 研修部署名

	

	
	
	
	


	専　　攻
(プログラム)
	
	 学　　年
	              年

	 氏　　　名
	
	 学籍番号
	

	 研修期間
	 令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日（研修日数　 日間）

	
	 出欠状況
	  出席　　　　日
	  欠席　　　日
	  遅刻　　　日
	  早退　　　日

	 研修内容

	

	 総合的所見

（研修中の学
生の研修態度
，業務に対する姿勢などについて記載）

	  令和　　 年　　 月　　 日 ～ 令和　　 年　　 月　　 日（前半）

	
	

	
	  令和　　 年　　 月　　 日 ～ 令和　　 年　　 月　　 日（後半）

	
	

	
	


研修先受入責任者　職名　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)　　　　

（別紙様式2-8）

令和　　年　　月　　日

研究インターンシップ成績評価票
　　　　　　　専攻　　　　　　　　　プログラム　　　　　　年
　　　学籍番号　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　
	 評価項目
	所　　　見　　　等
	採　　点　　者
	点　 数

	 報　告　書

（報告書による評価）
50点

	 （主指導教員）

	
	点 


	 報　告　会

（主指導教員，副指導教員による質疑等）
50点

	 （主指導教員等）

	 主
	
	

	
	
	 副
	
	

	
	
	 副
	
	

	
	
	 副
	
	

	
	
	平　均　点

	点 

	
	総 合 評 価

 （A・B・C・D・F）


	

	
	


研 修 先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研修期間：令和　年　　月　　日～令和　年　　月　　日（研修日数　　　日） 
認定単位：4 単位・2単位
主指導教員：　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)　　　
専　攻　長：　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)　　　
